
　地域住民グループ支援事業『ふれあいサロン』は、地域の高齢者を対象に地
域の会館等を集いの場として、住み慣れた地域での生きがいづくり・閉じこも
り防止・介護予防などの活動を支援することを目的としており、今年度は69箇
所の地域会館等で行われております。
　六郷地区米町ふれあいサロンでは、シャイニング・ユウ（マジック先生）こ
と加藤勇孝氏を招いてマジック教室が行われました。マジック効果で、笑顔と
笑い声につつまれて、楽しい時間を過ごしていました。

～ふれあいサロン～

第46号
平成26年
8月15日

社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
10187-85-2294  50187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。



福 祉 だ よ り第46号 （2）

　

7
月
初
め
、
町
内
全
戸
へ
各
地

区
福
祉
委
員
を
通
じ
て
会
費
納
入

の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
「
会
費
」
は
共
同

募
金
配
分
金
と
合
わ
せ
て
、
下
記

事
業
で
あ
る
、
地
域
の
福
祉
活
動

や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

『
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
く
た
め

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

従
来
に
も
増
し
て
経
費
節
減
に

努
め
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が

ら
地
域
福
祉
・

在
宅
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
事

業
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

◆ 各学校の福祉活動支援
◆ 地域福祉座談会の開催
◆ 社会福祉大会の開催
◆ 福祉団体への助成
◆ 福祉だよりの発行　など

◆ ネットワーク活動の推進
◆ 空き店舗「まめだ屋」の運営
◆ おたすけマン事業

まちかど相談

今年7月10日に行われた社会福祉大会

福祉座談会（上中野町会館にて）

認知症SOSおたすけネットワークシステム
空き店舗「まめだ屋」での
手芸サークル活動

「 みんなが築く やさしい未来のまちづくり 」

平成26年度  社協会費の使い道

◆ 総合相談・まちかど相談
◆ 出張理容補助券の交付
◆ 日常生活自立支援事業
◆ 罹災世帯等法外援護事業
◆ 一斉除排雪活動　など

気
軽
に
ふ
れ
あ
い

　
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

た
す
け
あ
い
手
を
つ
な
ぐ

　  

明
る
い
ま
ち
づ
く
り

さ
さ
え
あ
い
共
に

　
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

◆ 災害ボランティア活動
◆ 認知症 SOS おたすけ
 ネットワークシステム
◆ たすけあい資金貸付　など



福 祉 だ よ り（3） 第46号

社
協
会
費
実
績
中
間
報
告

　

7
月
よ
り
、
各
地
区
の
福
祉
委
員
を
通
じ
て
集
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
社
協
会
費
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○ 一　般　会　費 5 , 4 4 2 , 0 0 0 円
○ 特　別　会　費 3 4 1 , 0 0 0 円
○ 団体・法人会費 1 2 0 , 0 0 0 円

  合　　計 5 , 9 0 3 , 0 0 0 円

平成26年度社協会費納入額（7月31日現在）

※団体・法人会費は随時ご協力いただいています。
  

会
費
を
い
た
だ
い
た

団
体
・
法
人
様

※
敬
称
略　

五
十
音
順

・
千
畑
芸
能
保
存
会

・
は
り
ま
建
設
（
株
）

・
美
郷
町
遺
族
会

・
美
郷
町
く
る
み
の
会

・
美
郷
町
身
体
障
害
者
協
会

・
美
郷
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

・
美
郷
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
美
郷
町
望
の
会

・
美
郷
町
奉
友
会

・
美
郷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会

・
美
郷
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

・
美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　区　　 　分 会議室 集会室１ 集会室２ 集会室全

４月・５月・
６月・10 月

9:00 ～ 17:00 200 200 200 400

17:00 ～ 21:00 300 300 300 600

上 記 以 外
（冷暖房費込）

9:00 ～ 17:00 300 300 300 600

17:00 ～ 21:00 450 450 450 900

摘　　要 ・使用時間は準備・後片付けを含む。
・営利を目的とした興行、販売等の場合は、３倍額を徴収する。

※美郷町社会福祉協議会の団体会員および法人会員は、使用料が３月 31日まで免除になります。
　（団体会員：年間 5,000 円以上の会費を納めていただいた団体）
　（法人会員：年間 10,000 円以上の会費を納めていただいた法人）

連絡先：みさと福祉センター　☎０１８７－８５－２２９４

みさと福祉センター 会場の借上使用について
　みさと福祉センターの集会室等の会場は、団体等の活動にも使用できます。使用料金は下記
のようになっておりますので、総会や会議、研修などにお気軽にご利用ください。（事前に予
約が必要です）

みさと福祉センター会場使用料金表（１時間当たり）

◀集会室 ◀会議室
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社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
10
日
（
木
）、
美
郷
町
公

民
館
に
て
、
第
11
回
美
郷
町
社

会
福
祉
大
会
を
開
催
し
、
住
民

や
関
係
者
な
ど
、
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
の
あ
っ

た
12
個
人
に
表
彰
状
、
10
個
人

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
秋
田
県

共
同
募
金
会
よ
り
４
個
人
へ
表

彰
状
、
12
団
体
へ
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、『
も

し
、
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
…
』

式典の様子

多数の参加ありがとうございました

第11回 美郷町社会福祉大会受賞者の皆さん
※敬称略

◆ 美郷町社会福祉協議会会長表彰状
受賞区分 地 　区 氏　名

永年福祉委員
千 　 畑 嶋　津　美和子
千 　 畑 髙　橋　冬　樹
千 　 畑 髙　橋　英　康

永年勤続職員

髙　橋　由美子
盛　岡　博　美
傳　野　寛　史
高　橋　カヅ子

善行・奉仕活動 仙 　 南 出　雲　一　江

福祉団体
（個人）

美 郷 町 身 体
障 害 者 協 会 照　井　享　悦
美 郷 町 更 生
保護女性の会 田　口　アツ子
美郷町老連六郷支部

（ 中 通 り 福 寿 会 ） 坂　本　志　朗
美郷町老連仙南支部

（前郷老人クラブ） 本　間　昌太郎

◆ 美郷町社会福祉協議会会長感謝状
受賞区分 地 　区 氏　名

退任民生児童委員

千 　 畑 今　川　毅　輔
六 　 郷 中　村　耕　三
六 　 郷 村　田　　　薫
六 　 郷 北小路　陽　子
仙 　 南 小野寺　悦　子
仙 　 南 仁　坂　牧　子
仙 　 南 山　田　重　悦

高 額 寄 付 者
六 　 郷 篠　塚　謙　治
六 　 郷 澁　谷　　　敬
仙 　 南 髙　橋　由紀夫

◆ 秋田県共同募金会会長表彰状（伝達）
受賞区分 地　区 氏　名

奉 仕 功 労 者 六 　 郷 小　林　正　敏

役職員功労賞
鈴　木　豊　文
木　村　節　男
小　原　真智子

◆秋田県共同募金会会長感謝状（伝達）
受賞区分 地　区 氏　名

共同募金運動
感  謝  状

千　畑 有限会社
たかしな自動車

千　畑 有限会社
グラフィックコミュニケーション

千　畑 有限会社
さくらヘルパーセンター

千　畑 有限会社 わかば会
千　畑 高階建設 有限会社
千　畑 有限会社 すずらん
六　郷 有限会社 ゆう愛
六　郷 明光義塾美郷六郷教室
六　郷 株式会社　KYO 湧水の郷
六　郷 六郷運送
仙　南 特定非営利活動法人

凛々会
秋田市 有限会社 サンエイト

素晴らしい、歌と踊りに大盛況でした

と
題
し
、
社

会
福
祉
法
人

横
手
福
祉

会「
さ
く
ら
」

施
設
長
大
山

育
子
氏
に
よ

る
認
知
症
の

症
状
や
、
対

応
方
法
を
自
ら
の
経
験
談
も
交

え
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
民
謡
日
本
一
!!

髙
橋
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
よ
る
『
秋
田
民

謡
と
踊
り
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
』

で
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

協
力
し
合
え
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
誰

も
が
安
全
に
安
心
し
て
心
豊
か

に
い
き
い
き
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。



福 祉 だ よ り（5） 第46号

　7 月 3 日（木）・4 日（金）の２日間にわたり、
太田中学校の生徒 3 名がデイサービス（千

畑地区）に職場体
験学習としてお手
伝いに来てくれま
した。
　太田中学校では
望ましい勤労観や

職場観をはぐく
むためのキャリ
ア教育の一環と
して体験学習を
実施しています。

　7 月 29 日（火）・30 日
（水）の２日間にわたり、
鑓田コミュニティセンタ
ーにおいて加藤勇孝さん

（新町）、齋藤則迪さん（本道町）の協力を得て、
町内の小学生を対象に夏休みの学習（勉強会）
及びマジック教室を開催しました。
　子どもたちの勉強をみてもらうことで夏休み
の宿題もはかどり、マジック教室ではマジック
の習得にみんな夢中になって大変盛り上がって
いました。
　参加者も年々増加傾向にあり、３地区の子ど
もたちの交流にもなっています。鑓田コミュニ

ティセンターからは、この２日間
賑やかな声が聞こえてきました。

　社会福祉協議会では、介護者の方々の介護疲れを癒し、リフレッ
シュしていただくために年 3 回の家族介護者交流事業を実施してい
ます。
　今年度 1 回目は 7 月 20 日に横手市増田町『上畑温泉さわらび』
に行ってきました。介護者同士の意見交換や、ゆっくりとした時間
の中で、食事・入浴と休息をしていただき、日ごろの疲れを癒して
いただきました。
　2 回目は 10 月、3 回目は 3 月頃を予定しております。日々の長
い在宅介護を続けていくには、気分転換が必要になってきます。介
護者の皆様には是非この機会に参加

していただき、介護者同士でなければわからない苦悩や不満を思う存分話
してほしいと思います。
　家族や親族の皆様にはご理解とご協力をいただき介護者が参加できるよ
ように、後押ししてくださることをお願いします。
　詳しい開催日程、受付にあたっては事前に広報、または通知等で周知し
ます。参加費は無料ですのでお気軽にご参加ください。
＊家族介護者交流事業の介護者とは、在宅で介護保険にあたる要介護４・５の方を介

護している家族です。

太田中学校職場体験学習サマースクール　延べ117名参加

カレンダー作成のお手伝い

お風呂の清掃

家族介護者交流事業報告

この事業には赤い羽根共同募金が使われています。

一日リフレッシュできました

和気あいあいと交流
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『身長に合った杖を選びましょう』
　身体に合っていない杖は肩こりの原因になったり、
手首の角度が不自然になり手首を痛める場合もあります。
長さ調節が出来るタイプもあるので、自分にはどの長さが合っているかを知ることで、購入
時の目安になります。目安は床面から骨の突起（大転子）の位置に握りがくる位が丁度良い
とされています。

『握りやすいグリップの形を選びましょう』
　男性向けの少し大きめのものから、手の小さな方から手の力が弱くなっている方向けもあ
るので、自分に合ったグリップを選んでください。

『杖の使い方』
“杖 の 持 ち 方”	 杖は痛いほうの足と反対側の手で持ちます。
	 痛いほうの足と同じ側で持つとバランスが悪くなり転倒	
	 の危険があります。

“杖での歩き方”	 杖を前に出す	⇒	痛いほうの足を出す	⇒	良いほうの
	 足を出すが安全な歩き方です。

杖を置く場所は、杖先を足部外側 15㎝につき、肘が
30度曲がる位が良いとされています。

　

過
去
、
最
強
と
言
わ
れ
た
台
風

八
号
も
、
秋
田
県
に
は
ほ
と
ん
ど

被
害
も
な
く
通
過
し
ホ
ッ
と
し
て

い
る
。

　

あ
の
日
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
台
風
情
報
を
伝

え
、
雨
も
降
っ
て
き
た
頃
、
大
き

な
花
火
の
打
ち
上
げ
た
音
が
し
た
。

「
お
や
、
今
日
あ
た
り
お
祭
り
か

な
？　

ど
こ
の
お
祭
り
だ
ろ
う
」

こ
の
雨
の
中
と
思
い
な
が
ら
、
は

る
か
昔
の
幼
い
頃
の
お
祭
り
を
思

い
出
し
た
。

　

当
時
は
、
年
中
行
事
の
中
で
、

鎮
守
の
お
祭
り
は
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
。

　

祭
り
の
当
日
、
大
抵
の
家
に
親

戚
や
嫁
い
だ
娘
さ
ん
な
ど
集
ま
り
、

賑
や
か
に
宴
会
が
始
ま
っ
た
も
の

だ
。
境
内
に
は
神
社
の
の
ぼ
り
が

立
ち
、
夕
ぐ
れ
と
な
り
提
灯
に
灯

り
が
つ
く
頃
は
お
祭
り
気
分
が
満

点
。
子
供
達
は
、
夕
飯
も
そ
こ
そ

こ
に
親
か
ら
お
小
遣
い
を
い
た
だ

き
神
社
に
急
い
だ
も
の
だ
。
若
者

達
は
梵
天
奉
納
。
演
芸
が
始
ま
る

頃
に
は
、
他
町
村
か
ら
も
見
物
の

人
達
が
ぞ
く
ぞ
く
集
ま
っ
た
。
子

供
達
の
お
目
当
て
は
何
と
言
っ
て

も
出
店
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
だ
。

　

祭
り
の
日
は
特
別
な
お
小
遣
い

を
も
ら
っ
て
品
定
め
に
一
生
懸
命
。

ど
の
お
店
も
、
ほ
し
い
も
の
ば
か

り
。
い
ろ
い
ろ
な
お
も
ち
ゃ
・
は

っ
か
パ
イ
プ
・
綿
あ
め
・
・
・
等

並
べ
ら
れ
て
お
り
、
考
え
た
あ
げ

く
に
水
鉄
砲
を
買
っ
た
記
憶
が
あ

る
。

　

お
祭
り
を
思
い
出
し
て
書
い
て

み
た
が
、
た
だ
単
に
年
寄
り
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
に
過
ぎ
な
い
。

　

雨
が
少
し
激
し
く
降
っ
て
来
た

よ
う
だ
。
雨
の
音
に
重
な
っ
て
、

ま
た
花
火
が
二
、三
発
上
が
っ
た
。

今
年
は
雨
の
お
祭
り
の
よ
う
だ
。

昔
の
お
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
は
、
も

う
も
ど
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
さ

び
し
い
限
り
で
あ
る
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑲

  
祭
り
の
思
い
出

美
郷
町
老
連
千
畑
支
部
長
　
　
　
　

佐
　
藤
　
昭
　
司

千畑在宅介護支援センターからの「お知らせ」
テーマ  　杖の上手な選び方・使い方

ポイント

１

ポイント

2

ポイント

3

杖は、崩れた左右のバランスを補正し疲労を軽減する道具です。
自分に合ったお気に入りの物を選んで、使用してください。
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最
近
の
学
校
の
様
子

◇
福
祉
科
三
年
生
は
、
七
月
二
十
三
日
（
水
）

か
ら
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
一
週
間
の
集

中
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実
習
は
「
介

護
過
程
」
の
内
容
が
主
で
す
。
大
変
難
し

い
科
目
内
容
で
難
儀
し
て
い
ま
す
。
三
年

生
は
施
設
実
習
が
九
月
末
で
終
了
で
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
国
家
試
験
合
格
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
が
や
っ
て
き
ま
す
。

◇
七
月
九
日
（
水
）
昨
年
に
引
き
続
き
、
大

曲
養
護
学
校
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

十
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
小
学
部
の
夏
祭

り
の
準
備
の
お
手
伝
い
で
す
。

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

		

せ
み
の
声
が
一
段
と
高
く
聞
こ
え
、
暑
さ

が
厳
し
い
毎
日
で
す
が
、
お
元
気
で
す
か
。

　
七
月
二
十
三
日
（
水
）
か
ら
夏
休
み
に

入
り
ま
し
た
。
休
み
に
入
っ
て
も
、
補
習

や
部
活
動
で
普
段
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

学
校
で
す
。
二
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
三
年
生
は
就
職
活
動
の
準
備
で
活
気

づ
い
て
い
ま
す
。

　
花
壇
の
花
々
や
玄
関
前
の
朝
顔
が
登
校

す
る
生
徒
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

		  

福
祉
科
二
年
生
施
設
実
習
開
始

	　
八
月
四
日
（
月
）
か
ら
八
日
（
金
）
ま
で

の
五
日
間
集
中
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
の
生
活
と
実
際
の
介
護
現
場

の
様
子
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
こ
の
実
習

の
目
標
で
す
。
福
祉
科
十
一
期
生
と
な
る

二
十
六
名
は
、
五
月
の
宣
誓
式
を
終
え
て
か

ら
、
専
門
分
野
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
日

の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
本
的
な
介

護
技
術
の
実
習
や
外
部
講
師
に
よ
る
医
学
知

識
の
授
業
な
ど
び
っ
し
り
の
内
容
で
す
。
二

年
生
は
初
め
て
の
施
設

実
習
に
向
け
て
、
介
護

実
習
の
練
習
に
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇
実
習
を
目
前
に
し
て
緊
張
し
て
い
ま
す

が
、
実
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
こ
の
緊
張

感
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
将
来
は
必
ず
人
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
ど
ん
な
こ
と
も
諦
め
ず
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。（

粟
津　

裕ゆ
う
す
け輔

）

◇
施
設
実
習
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
や
施
設
職
員
の
方
に
し
っ
か

り
と
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
斎
藤　

恋れ
ん
か華

）

◇
私
は
こ
の
実
習
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
第
一
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
自
分
か

ら
利
用
者
さ
ん
に
声
を
掛
け
、
楽
し
い
会

話
の
で
き
る
介
護
福
祉
士
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
伊
藤　

修し
ゅ
う
へ
い平）

◇
実
習
先
で
は
利
用
者
さ
ん
に
笑
顔
で
接
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自

分
が
や
る
べ
き
こ
と
や
任
さ
れ
た
仕
事
を

責
任
を
持
っ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

失
敗
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
繰
り

返
し
、
確
認
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

（
品
川　

裕ゆ

か加
）

◇
施
設
実
習
で
は
、
挨
拶
と
時
間
を
守
っ

て
行
動
す
る
こ
と
を
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
で
利
用
者
さ

ん
や
職
員
の
方
々
と
よ
い
信
頼
関
係
を
築

き
、
計
画
性
の
あ
る
時
間
の
使
い
方
を
し

て
施
設
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

    （
畠
山　

真ま

い衣
）

　

八
月
に
開
催
さ
れ
る
「
子
ど
も
樽
み
こ
し
」
の

担
ぎ
手
と
し
て
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

◇
七
月
十
九
日
（
土
）
介
護
老
人
保
健
施
設
「
杏

授
苑
」
の
夏
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は

二
・
三
年
生
福
祉
科
女
子
生
徒
に
よ
る
合
唱
で

す
。「
瀬
戸
の
花
嫁
」「
花
は
咲
く
」
の
二
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
杏
授
苑
の
夏
祭
り
に
は
毎
年
の

よ
う
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、「
六
郷
高

校
合
唱
団
」
と
し
て

歌
を
披
露
す
る
こ
と

が
定
番
に
な
り
ま
し

た
。

◇
一
年
生
と
二
・
三
年

生
の
福
祉
科
の
生
徒

が
「
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙

南
」と
横
手
市
の「
す

こ
や
か
横
手
」「
さ

く
ら
」「
や
す
ら
ぎ

の
苑
」
で
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
教
室
棟
横
の
花
壇
と
生
徒
玄
関
前
の
花
壇
の
花

が
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
暑

中
お
見
舞
い
の
「
お
元
気
は
が
き
」
を
六
郷
高

校
で
担
当
し
ま
し
た
。
ど
な
た
に
届
く
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
心
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

 

　【
施
設
実
習
に
向
け
て  

福
祉
科
二
年 

】

◇
施
設
実
習
で
は
、
利
用
者
さ
ん
や
施
設
職

員
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
頑

張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
の

挨
拶
に
は
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
相
手
も
お
互
い
気
持
ち
よ
く
な

れ
る
よ
う
な
「
言
葉
の
や
り
と
り
」
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
橋　

玲れ
い
な奈
）
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7
月
の
中
頃
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
見
ご
ろ
も
終
わ
り
の
時
期

で
し
た
が
、
ま
だ
き
れ
い
に
咲
い
て
お
り
、

と
て
も
い
い
香
り
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
香
り

の
好
み
も
あ
り
ま
す
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

だ
け
で
は
な
く
、
自
律
神
経
を
整
え
、
頭
痛

な
ど
の
痛
み
を
取
り
除
く
効
果
や
、
虫
除
け

殺
菌
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
を

お
試
し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｔ

ハ
ガ
キ
の
作
成
を

無
料
で
承
り
ま
す

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
香
典
返
し
等
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
場
合
、
忌
明
け
・

快
気
祝
い
ハ
ガ
キ
の
作
成
を
無

料
で
承
り
ま
す
。

　

文
面
や
枚
数
に
つ
い
て
ご
希

望
に
応
じ
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 ※

受
付
順

（
平
成
26
年
６
月
１
日
～

平
成
26
年
７
月
31
日
受
付
分
）

■
物
品
寄
付

佐
野

　

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス	

様

（
乳
製
品
）

今
泉	

佐
藤　

晶
子	

様

（
紙
オ
ム
ツ
）

本
堂
東
部	

飛
嶋
タ
ケ
ヨ	

様

（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
）

匿　

名　

様	
	

（
郵
便
ハ
ガ
キ
）

■
一
般
寄
付

　

さ
な
ぶ
り
実
行
委
員
会　

様

　

コ
ス
モ
ス
の
会　

様

　

よ
ね
や
株
式
会
社　

様

　

遺
族
会
仙
南
支
部　

様

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　

杏
授
苑　

様

■
香
典
返
し

今
泉	

泉
谷　

裕
毅	

様

元
本
堂
南
部	

髙
橋　
　

昇	

様

駅
前	

髙
橋
由
紀
夫	

様

本
館	

岩
田　
　

貞	

様

琴
平	

高
井　

真
純	

様

佐
野	

大
坂　

克
巳	

様

第
一
暁	

今
川　

三
郎	

様

大
坂	

室
谷　

健
吾	

様

大
荒
田	

高
橋　

房
子	

様

今
泉	

佐
藤　

晶
子	

様

千
屋
中
部	

戸
澤　

絹
子	

様

大
久
保	

佐
々
木
一
郎	

様

本
堂
東
部	

草
薙　

辰
美	

様

作
山	

藤
岡　

孝
之	

様

籠
林	

木
村　

純
司	

様

さ
い
た
ま
市	

株
式
会
社
レ
ジ
ー
ナ	

様

	

佐　

　々

木　

家	

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善

意
の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

まめだ屋夏祭りについてのお知らせ

昔なつかしの射的やドン菓子などを準備してお待ちし
ています。家族やお友だちを誘って気軽に遊びに来て
くださいネ！

毎年恒例のまめだ屋夏祭りを、今年も町内祭典にあわせて行います。

　日　時　平成26年 8月22日（金）　午後3時30分から

　場　所　清水の里ふれあいいきいきサロン「まめだ屋」

昨年の夏祭り（射的）の様子

まめだ屋 駐車場

北都銀行

駐車場

湧太郎

小西合名会社

こ
こ
で
す
→

　　　　高齢者実態把握調査のお願い
　社協では、町からの委託を受け『高齢者実態把握調査』を随時実施しています。こ
れは、地域の実情に合わせた支援を適切に行っていけるように介護予防事業のための
調査です。

　調査員（社協職員）が伺った際はご協力よろしくお願いします。（身体状況や家族構成などの簡単な
聞き取り調査をさせていただく程度で、特に難しいものではありません）
　※調査で得た個人情報は厳重に管理し、目的以外に使用することはありません。


